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要旨：女陸が職業を 総売し 韓 雅 を発揮していくためには、 家事、 育児、 介護の負担など家庭生活との

両立が 鰯 となる。 本研究では、 掛州市民 鵬 康に関わる女性看言蟹哉を 臓 として、 現在の仕事

に対する意識を明らかにし、 併世て職業 継売に影響を及ぼす要因の実態を把握することである。

今回は、 掛州市立総合病院で働く看 趨畿員の実態を調査した その結果、 以下のことが明らかに

なった

１、 亥 橡 者 の 平 均 年 齢 ３７．壮 １１２ 歳
、

配 偶 者 有 ５８１７％
、

子 ども 有 ５＆０％
。

家 族 介 護 の 状 況 は
、 現

在介護をしている５．３％、 現在はないが、 近い将来しなければならない３砺％、 介護を泌要とす

る 撫 はいない５姿９％、 無 略 ２．３％であ 叱 介１鐵 橡 者の属陸は、 実父母・ 歎 母 幽．１％が

最も多かった

２． 看護基礎 教育課程は 県内卒業者が ７６．１％ を占め、 地元志向 の傾 向が強いと いう特徴 を

示 し た
。

３． 職 業 経 歴 は 転 職 （病 院 ・ 医 院 ・ 企 業 間） 経 験 者 ３５
．
２％

、
未 経 験 者 ６４．８

％ で あ っ た
。

転 職

は 工 回 が ５１．６％ と 遇 半 数 を 占 め
、

転 職 理 由 は 結 婚 ３１．２％
、

精 神 的・肉 体 的 疲 労 １２
．
９％

、

帽 産 ・ 育 児 １０．８ ％、
転 居 ７．５ ％ で あ っ た。

４． 職 業 継 続 につ い て は
、

定 年 ま で 継 続 ２３．１
％
、 ２～３ 年 以 内 に 退 職 ２２．３％ と 両 極 端 に 意 見 が

分 か れ た
。

職 業 継 続 の 理 由 は
、

経 済 的 理 由 ５４．９％ が 最 も 多 く
、

何 と な く ２３．９％、 給 料

へ の 満 足 ２１．２％、 仕 事 へ の や り が い １７．８％、 白 己 成 長 １７．４％ な ど で あ っ た
。

５、 キ ャ リ ア 意 識 は
、 ６ 不 位 尺 度 項 蹄 鎌嵜点 平 翔 直 泣３８± α７１ と 今 後 も キ ャ リ ア が 伸 び て いく と

、

肯定的な意識頃向を持っことが訳隻された

６． 職 場 の 人 間 関 係 は
、

『同 僚 と の 関 係』３
．
６０±０

．
９６

、
『他 職 者 と の 関 係』３

．３
壮 ０．７３、

『上

司 ・ 先 輩 と の 関 係』 ３．５２±Ｏ．７７、 『対 象 者 （患 者） と の 関 係』 ３．１０±Ｏ．７０ で 良 好 な 関

係 性 を 示 し た。

７． 規 在 の 仕 事 に 対 す る 満 足 度 ３．
１駐 １

．０
砥
、

将 来 の 仕 事 に 対 す る 不 安 度 ２．２０ オ ．０２ で 現 状

に ほぼ満足 し、 不安 をあま り感 じては いなかった。

Ｉ． は じ め に

冒本の女性は、 死亡率の低さや平均余命の

長さから健康状態は良好であり、 働く 女性の割

合も年々増加傾向にある互
。 しかしながら、自覚

的健康状 態は男性に比較 して 良いと は言い難

く、 家事や育児、 介護の負担も女性淋高い状況

に あ る。 ２００遜 年 国 民 生 活 基 礎 調 査２で は
、

要 介

護者と同屠している家族が ６６．１％と 半数以上

を占める中、 家族介護 の主な担い 季は 女性が

７遂．９％と多い。 介護者の年齢階級別においても

５０歳代の女性に介護者が多く、更年期特有の身

体症状と重なり過 重な負 担がかかって いると

書 完 よ う
。

これ らのことから、 職業を持つ女性の健康増

進 行 動 に 関 し て 実 態 調 査 を 行 っ て き た３・苗・５
。 職

業別では、 幼稚園教諭および傑育士、 総合病院
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に勤務する功産師や看護師などの看護職員を

糠 として、 自らの健康への 蟷 や縫巌曽進行

動と関連要因について検討した。 その結果、 幼

児教育や看護に従事する女性は、 大半が健康で

あ る と 自 覚 し て い る も の の
、

首 ・ 肩 の 凝 り や 腰

痛 を 訴 え る 者 の 割 合 が 高 く （３２．８％ ～４９．６％）
、

それら症状 を抱完なカミら働く 実庸が示された。

その他、 職業的特有の身体症状は、 幼児教育者

が 声 枯 れ ・ 喉 の 痛 み （２５．５
％）

、 看 護 職 者 が 足

の む く み ・ 怠 い （４０．
９％）

、
生 活 リ ズ ム の 乱 れ

（３９．７％） で あ っ た。

また、 幼児教育者 は幼児期の基本的生活 習贋

の獲得を支援する職業であることから、 普段よ

り規則正しい生活を心がけており、
一方、 看護

職者 は不規則 な勤務形態や生命 を脅 かすス ト

ンスに曝される職業であることから、 精神繭で

の健康 を図 るよう努力 している姿勢 が示 され

た
。

今回の調査では、 看護専門職と して働く女惟

に注目 し、 総合病院に勤務する看護職員の職業

に対する意識を取り 上げることにした。

看護 の需要は高齢化率の上昇に伴い伸 びてい

るものの、 看護専門職の施設への定着率は低く、

病 院 に お け る １ 年 以 内 の 離 職 率 １２．５％ （２００５

年） と 年 々 増 加 の 傾 尚 を 示 し て い る
。

さ ら に
、

看 護 職 員 需 給 見 通 し は、 ２００６ 年 ～２０１０ 年０）５

年間に １５，９００ 人の供給不足を見込んでいるな

ど、 要 員 の 確 保 定 着 が 困 難 な 状 況 に あ る６
。

そこで、 病院で働く看護職者の職業意識を明

らかにじ、 職務 繊売に影響を及ぼす要因につい

て検討したので報告する。

亙． 研 究 目 的

掛川 市民の健康に関わる助産師・看護師・准

看護師は、 看護の仕事をどのように思い、 現在

の仕事を続けていくこ１とを どのように考 完て

いるのかを明らかにする。 併せて職業 総売への

意識と関連要因について検討する。

皿１ 研 究 方 法

１、 調査亥橡

掛州市立総合病院に勤務する看護職のうち、

聴 の得られた２９６名を調 撤 橡 とした。調査

票は２６７部を回収 し、そのうち有効回答の得ら

れた２６４部 （有効回収率 ８９．１９％） を分析の対

象 と し た
。

２ 調査期間

２００８ （平 成 ２０） 年 ４～５ 月 に 実 施 し た
。

３、 調 査 方 法

病 院看護部に調査の目的 と倫理的配慮の内

容を明示した調査粟を頚送し、 調査協力を依頼

した。 調査票は無記名 自己記入式質間紙と し、

病棟 ごとに看護師長を通 して調 査対象者へ配

布 した。 記入後は、 各自で返信用圭摘 へ封入す

る方法で回収 した。

４一 調 査 内 容

調 査 内 容 は、 基 本 属 性
、

介 護 状 況
、

職 業 経 歴
、

職業継続や現在の仕事に対する意識である。

職業 総売今の意識は、若林ら７が作成 した質間

紙 ＱＮＣ－４ 珊 吐５ と ⑭ＮＣ－５ 珊 丑２ を 参 考 に し た。

回答方法は、 仕事を 織売したいと希望する程度

を 「２～３年でやめたいｊ 蹄 婚するまでｊ 序

どもができるまで」 ド 時離職 （結婚・出産・

育児）、 その後 しばらく 総 あ 「一時離職 （結

婚 ・ 艶 産 ・ 育 児） 、 そ の 後 定 年 ま で」 碇 年 ま

で 織売」 「その 伽 の７肢択一となっている。

現在の仕事に対する意識には、菊池呂が作成 し

た「キャリア意識測定尺度」６項因を使用した。

各項胃について ｒかなりそう思う」 から ｒ全然

そう思わないｊ までの ５段階評定を求め順に５

～王 点を与完て得点化 した。 得点が高いほど自

分のキャリア が今後 さらに伸びていくと 感 じ

て い る こ と を 示 す。

ま た、 職場の人間関係を尋ねる項簿と して、

菊池 ５の 職 場の人間関係測定尺度」 を参考に

して、 新たに患者との 闘系を含む項冒を加えた

８ 項 属 を 作 成 し た
。

職 場 の 人 間 関 係 と して は
、
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『同僚との関係』 『幽載者との関係』 『上司・

先輩との関係』 『支橡 者 （患者） との関係』 の

４ 下位尺度得点淋算出される。 さらに、 現在の

仕事への満足度 と将来の仕事 に対す る不安の

程痩 を尋ねる項目を作成 した。 人間 闘系・満足

度・不安の程度いずれも、 「かなりそう思う！

から「全然そう思わないｊ までの５段階評定 （５

点からユ点） を求めて得点化 した。 否定的な意

味内容を含む項目については、 集計時に得点を

反 転 し て い る
。

し た が っ て
、

得 点 が 高 い ほ ど 職

場の人間関係が良好である、 現在の仕事に満足

している、 将来ぺの不安を抱いていることを示

す。

５．
倫 理 的 配 慮

回 答 は 無 記 名 と し、
自 繭 意 志 で あ る こ と

、
集

計結果 は全て純粋に学間的な 目的にのみ使用

し不利益のないことを質間紙に付記 した。 質簡

紙は個別封筒に封入後に回収 し、 対象者の匿名

性と自己決定の権利を保障した。

６
．

分 析 方 法

有効回答の得られだ２ 脇 を分析 糠 として、

調 査 内 容 別 に ＳＰＳＳｓ 蹴ｉｓｔｉｃｓ１７．Ｏ を 用 い て デ

ータ処理を行った。

㎜． 結 果

１． 基 本 的 属 性

表 １． 家 族 形 態

遂２．０ ％
、

無 回 答 Ｏ．４ ％ で あ っ た
。

看護専門職と しての免許 の種類は、 助産 師

些．９
％
、 看 護 師 ８８．６％、 准 看 護 師 ６、雀％ で あ っ た

（表 ２）
。

表２． 免 許 の 種 類

勤 務 年 数 は 平 均 １５． は １０
．
７ 年 と な り

、
勤 務 年

数 群 別 に み る と ３ 年 未 満 １７．２％
、
３～５ 年 １３

．
４％

、

６ ～９ 年 ｉ２．５ ％、１０ 年 以 上 ５６，０％
、

無 回 答 ０．９％

で あ つ た （表 ３） 。

表３． 勤続隼数害給

…
人数 ％

３ 年 未 満 ３１ １¶、フ

３～５ 年 ３５ １３
．
３

６～９ 年 ３３ １２
．
５

１０ 隼 以 上 司６５ ６２．５

合計 ２６４ １００ｃ

単身（一人暮らし）

核家族・複舎家族

無園答

合計

人 数

３４

２２８

２６４

１２．９

８６
．
４

０４

１◎Ｏ．０

文 像 の 平 均 年 齢 は、 ３７．牡 ｎ．２ 歳 で あ っ た
。

家

族 形 態 は
、

単 身 王２．９
％
、

核 家 族 や 複 合 家 族

８６．４％ で あ っ た （表 １） 。

配 偶 者 は
、

あ り ５８．７ ％
、

な し ４０．９ ％
、

無 回 答

０．４ ％ で あ っ た。 子 ど も は、 あ り ５８．０ ％、 な し

卒業した看護学校の 溺リは、 高校衛生看護学

科 又 は 准 看 護 師 養 成 課 程 ６．４％、 看 護 専 門 学 校・

６７．８％、 看 護 短 大 １８．９ ％、 看 護 大 学 １，９％、 無

圓 答 ０
．
４％ で あ っ だ （表 ４）。

ま た
、 卒 業 し た 看

護 学 校 の 所 在 地 は
、

静 潤 県 内 ７６
．１

％
、

静 岡 県 外

２３．９％ と 征 っ て い た
。

表４，看 護墓礎教育課程

人数 ％

高校衛生 看護科または

准看護師 養成課程
１７ ６４

看護專門 学校 η９ ６珊

看護短大 ５０ 禍９

看 護 犬 学 ５ １．９

無圓答 、 ０４

合 計 ２６４ １００１０
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醐 立を み る と、 ス タ ッ フ ８４．１％ が 多 数 を 占 め

て お り、 管 理 職 １３．３％、 無 回 答 ２．７％ で あ っ 危。

雇 用 の 形 態 は、
正 規 職 員 ８０．７％、

臨 時 職 員

０．８
％
、

パ ー ト タ イ ム １７．８
％
、

無 回 答 ０，８
％ で あ

っ た
。

所 属 は
、

病 棟 ５９．５％
、

外 来 ・ 透 析 室 ・ 手

術 室 ３７．５％
、

無 回 答 ３，Ｏ％ と な り
、

６ 割 程 度 の

者が病棟で３ 交代勤務に従事 していた。 過去 ３

ヶ 月 の 平 均 夜 勤 回 数 は ６．壮 ４．４ 回 ■月、 超 過 勤

務 時 間 数 は ！４，４
±１０．６

時 間 ／ 肩 で あ っ た （い ず

れも管理職を除外）。

２． 家 族 介 護 の 状 況

家族の介護の状況については、 現在介護を

し て い る ５．３％
、

現 在 は な い が、 近 い 将 来 し な

けれ ばならない３７．５％、介護を必要とする家族

は い な い ５４．９％
、
無 回 答 ２．３％ で 茜 っ た（表 ５）。

表５， 介 護 の 状 況

人 数 ％

現 在 介 護 をしている 桝
㎞

５．３

… … …一

近 い 将 来 介 護 す る ９９ ３７．５

介護する家族はむ、楓、 μ５ ５４．９
斗 ÷ 一

６ ２．３

㎞山…… 一
無園答

■ 合 計 ２６４ １００篶

た。 転 職 経験 者の う ち転職 の 回数 は、 １ 回

５１．６ ％、 ２ 回 ２２．６ ％ 、 ３ 回 １０．８ ％ の 順 に 多

く、
最 多 が ７ 回 １．１％ で あ っ た （表 ７） 。

表フ． 転 職 の 團 数

介護をしている、 あるいは近い将来すると回

答 した者のうち介護亥橡 者の属性は、 実父母・

義 父 母 ８４．１
％
、 児 弟 姉 妹 Ｏ．９

％
、 そ の 他 （祖 父

母・ 義 祖 母・夫 ・子 供）１５．Ｏ％ で あ っ た （表 ６）。

一 一^山^山

人 数 ％

１ 回 ４８ ５１，６

２ 回 ２１ ２２．６

３ 回 コＯ 柵．８

４ 回 ６ ６．５

５ 團 ６ ６
．
５

７ 回 一 １．１

無 回 答 、 て．１

含 計 ９３ ｛ＯＯ．０

転 職 の 理 由 は、 結 婚 の た め ３１．２％ と 最

も多く、 次 いで 精神 的・ 肉 体的 に疲 れ たた

め 王２，９ ％ 、 出 産 ・ 育 児 の た め １０．８ ％、 夫 の

転勤 や実 家 への 帰省 な ど転 居 ７．５％ であっ

た （表 ８） 。

続柄

表６． 介 護 の 対 象

実 父 母・義 父 母

兄 第 姉 妹

その 他

合計

人数

９５

η

１１３

８４
．
１

ｏ
．
９

１５
．
Ｏ

１◎Ｏ
．
０

表８． 転 職 の 理 由 炉９３（複 数 回 答）

３． 職 業 経 歴

これ ま でに 転職 （病 院 ・医 院 ・企 業間）

し た 経 験 が あ る ３５．２
％

、
な い ６遂．８％ で あ っ

山…………山………… … …… … … … ■一 ……

人数 ％

結 婚 ２９ ３１．２

緒 神 釣 璃 体 釣 に疲 れ た １２ １２，９

出 藍１育 児 １０ １０．８

転 居 ７ フ、５

看 護 の 仕 事 に 魅 カ を 感 じ

なくなった
４ ４．３

家 族 の 介 護 ３ ３．２

病 気１げ が １ １，ｊ

そ の 他 ９ ９．７

４． 職 業継 続 への意 識

現 在 の仕 事を どの 程度 の 期間 続 けた い

か では、 そ の他 に 「子 どもの 自立ｊ が 複 数

回答 してい た ため、 新 た に項 冒 に加 乏て 示

し た （表 ９）。
定 年 ま で 継 続 し た い ２３．１％

、

２～３ 年 以 内 に 辞 め た い ２２．３％
、

結 婚 ・ 出

産 ・ 育 児 等 の 時 期 は 仕 事 を 辞 め、 そ の 後 し

ば ら く 続 け た い １５．２％ で あ っ た。
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表９． 職業継続の 期筒

項目 人数 ％

２～３ 年 以 内 に 辞 め た い ５９ ２２．３

結 婚 す る ま で 続 け たむ、 １１ ４．２

子 ども が で き る ま で 続 け たむ、 ２０ ７．６

結 婚、 出 産、 育 渠 な ど の 時 期 は 仕 事

を 辞 め、 そ の 後 し ば らく続 け た い

４０ １５．２

結 婚、 出 産、 育 婦 な ど の 時 期 は 仕 事

を 辞 め
、 そ の 後

、
定 隼 ま で 続 け た い

１４ ５．３

手 ど毛 が 自 立 す る ま で 続 け た い １２ ４．５

定 年 ま で 続 け た い ６１ ２３．、

そ の 他 ４４ １６．７

無 回 答 ３ １．、

合 計 ２６４ 柵０，Ｏ

現在の 仕 事 を続 けて いる 理由 は、 働 か な

いと 生 活 でき ない 脳．９％ が最 も多く、 何 と

な く 続 い て い る ２３．９％、 給 料 が ま あ ま あ

２１．２
％

、 仕 事 に や り が い が あ る 王７，８ ％ 、
自

分 が 成 長 で き る １７．４
％ で あ っ た （表 １０）。

表１０． 職 業 継 続 の 理 菌 炉２６４（複 数回答）

人数 ％

仕 事 が 面 白 い ；６ ６
．
１

自 分 が 成 長 で き る ４６ η、４

労 働 時 問の 都 合 がよい ３４ マ２．９

働 か な い と 生 活 で きな い ｝４５ ５４，９

育 児 休 業 制 度 など、 働き 続

ける制 度 が 整っている
４ １．５

仕 事 に 将 来 性 が ある １４ ５．３

女 性 に 適した 佳 事 である ２ Ｏ．８

職 場 の 人 闘 関 係 が よ い ３４ 、２．
９

辞 め る と 不 利 で あ る ６ ２．３

仕 事 に やりが いが ある ４７ η
，
８

給 料 が まあ蓉 あ ５６ ２、．２

河 と なく続 い て い る ６３ ２３，９

配 縄 者 に 扶 養され たくな い ２ ０．８

公 的 機 関 だ か ら ４７ η．８

人数

５． 現在の仕事に対する意織

（１） キャリァ意識

自分の看護 専門 職と してのキャリア に関

し て は
、

６ 下 位 尺 度 項 冒 の 総 得 点 平 均 値 ３．３８±

Ｏ．７１
と
、

今 後 も キ ャ リ ア が 伸 び て い く こ と を 期

待 している方向性を示した。 すなわち、 看護職

員 は白分のキャリアヘの 可能性に肯定的な意

識 傾 向 を 持 つ こ と が わ か っ た。 （表 １１
，
１２）

。

キャリア意識６下位尺度項目をみると、
ｒ看

護の 仕事は白分の可能性 を充分に引き贈 して

く れ るｊ ３，６２
±Ｏ．８９ と 最 も 高 く、 幌 在 の 処 遇

が自 分の能力や実績 を充分 に反 映 している」

３
．０８ ± Ｏ．９０ と 最 も 低 か っ た （表 １２） 。

さらに、 教育訓練を充分に受けてきたと考定

られる管理職を除くスタッフのうち、 正 棚哉員

として採用された功産師、 看護師、 准看護師に

ついてキャリア意識調べた。 その結果、 各 聯重

と も 総 得 点 平 均 値 が ３．５８ ～３．２０ ± ０．０６ ～ Ｏ．３５

の範囲で意識に棉違がなかった （表 ｎ）。

表１１． キャリア 意 識

Ｍ ＳＤ

全 看 護 職 員 ｎ：２６劣 ３
．
３８ ０

．
７１

疋 職 員・ス タッフ の み ｎ勾７８

動 産 師 ｎ； 柵 ３
．
５８ ０

．
篶

看 護 師 高 ５８ ３．３９ ０，０６

准 看 護 師 膚 ｏ ３２０ ０，３５

Ｍ＝乎 均 値、ＳＤ＝標 準 偏 差

看護 聯 翻１！では、 助産師において 『仕事を通

して 臼分の望む専門矢鰺識や 技術を充分学ぶこ

と が で き る』 が ３．８０±Ｏ．６３ と 最 も 高 く、 沙 し

は そ う 思 う」 の 回 答 比 率 が ９０．０％ と 高 率 で あ っ

た
。

准看護靹では、 『現在の処遇は白分の能力や

実 績 を 非 常 に よ く 反 映 し て い る辿２
．７０

±１．０６
と

最 も低 く、 「そ う 思わ ないｊ の 回答 比 率も

雀Ｏ，Ｏ％を占め、 処遇への否 定的な感庸が示され

た
。
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表１２． キャ■π 意 識 ｎ＝２６４

人 数 ％

、募鶏 蛾婁確性統 さ 讐

１
」 一 一 ］ 〕 ” ’ 』’ ｝ Ｈ ｕ ■ Ｌ Ｕ ・

≡
少しは そう思う １３５ ５コ．ｊ

≡

か なりそう 思う ３２
一 一 ’

１２．コ
㎞ 一⊥Ｌ■

≡

現在 の私の 佳專は 禽分のキやりアを

傭 ほ す 上 で 奮 剰 で 碗 る
３，３ 帥 ．Ｏ１）

全 然 そ う 患 わ な い ■ １３
≡
■

４，９

あ まりそう思 わ なむ、
一
≡ ３８ ≡
≡

桝
．
４

≡

！
■

どち らともい え な い ≡
≡

８４ ３‘．８
＝

≡
≡
≡

≡

少しは そう 思う １０１ ３８．３ ≡

か なりそう患う ２８
≡

１０．６

含蓉での 自翁の 職務繕騒 は今 後のキ
ヨ

榊 アを偉ぱ玄 土で有利である

全 然 そう思 わな い

あまりそう思わない

３．４０（Ｏ．９８） １

㍑ １

どち らと 執 、え なむ、 ■ ８２ ３１－１
一 一 巾 一

全 然そう思 わな い

あまりそう思 わな い

どちらともいえない

≡ 少しはそう思う

かなりそう患う

６ ２
．

３

２４ ９
．

１

６７ ２５ ４

．１ 】 １ ’ 、 ’ ■ 】 １ ’

現 在 の 処 遇 は 薗 分 の 能 カ 帯 葵 績 を 葬

一１ ； 一Ｉ■ １… …^ 一 Ｌ ………山…㍗

篭 にまく反 映 しても、る
３．◎８（〇一９０）

≡ …

全 然 そう思 わ ない ≒ 司５ ５．７
≡

■ ｉ

あまり そう 患 わ な い ４２ １５．９

ぎち らと 執 、え な い て２４ ４７．０

少 ｕ まそう患う フ３ ２７一フ

がなりそう思う
■

１０ ■ ３．８

一 佳 事 を 通して 自 分 の 望む 專 門 知 識 や
．

技 術 を 充 紛 学 ぶ こと 淋 できる ≡
３．５７（０．９６）

，

…一

全 然 そう 患 わ な い … ９
≡

３．姿
≡

≡ ≡

あ まり そう思 わ な い ２６ ≡ ９．８
…
≡

≡
…

どちらとも い えな い ７０ ２６，５

少 しは そう思う １２尊 ４７．０

か なりそう思う ３５ て３．３

看書藪 鮭 して自立球るだめ に泌腰 な

教 育蟄１麟 は 充分 に 専麦ら れ て い る
３．２７（Ｏ．８９）

全 然 そう 患 わ な い ７ ２，７

あ まりそう患 わ なむ、 毎７
■
■ η．８

≡
，
＝
１ ３４

．
５

一

どちらともい えなも、 ９１ ，

少 しは そう思う １０７ １ ４０．５
≡
≡
≡

かなりそう患う １２ 冬５ １

：平均値（標準偏差）

１ぷ：㌘㍗

た。 ８ 下 位尺 度 項目 を みて も、 『同僚と の

関 係』３．６０±Ｏ．９６、 『他 職 者 と の 関 係』３．３４

土 Ｏ，７３
、

『
、
虻 司 ・ 先 輩 と の 関 係 』３．５２ ± Ｏ．７７、

『対 象 者 （患 者） と の 関 係』３．１０±０．７０ と
、

いず れ も良 好 な関係 控 を 示 した （表 ユ３） 。

た だ し、 『対象者 （患 者） と の 関係』 の

下位 項 目で ある 「対象 者 （患者） か らの暴

力 や 暴 言、 苦情 に より ケア する こ とに 抵抗

を 感 じ る一 ３．３８土工．０５、 回 答 比 率 「少 し は

そ う 思 う」 ３２，２％ 、
「 か な り そ う 思 う」

１５．２ ％ を 合 わ せ る と ４７．４％ の 看 護 職 員 が

ケア に 何 らか の抵抗 を 感 じて いる こと が示

さ れ た
。

表１３． 職場 の 人 聞 関 係 幅２６卑

Ｍ ＳＤ

同 僚 と の 関 係 ３
．
６０ Ｏ

．
９６

他 織 者 と の 関 係 ３．３４ Ｏ．フ３

上 司 ・ 先 輩 と の 関 係 ３－５２ ０．フ７

対 象 者（患 者）と の 関 繰 ３．、Ｏ ０７０

職 場 の 人 閥 関 係 総 得 点 コ３る６ ３．司６

Ｍ＝平 均 値、ＳＤ＝標 準 偏 差

（３） 職 務満 足 感と不 安

現在 の 仕事 に 対す る 満足 度 は、 平 均得 点

３．１５圭王．０４ と ほ ぼ 満 足 し て い る こ と が 示 さ

れ た。 将 来の 仕 事に 対す る不 安 の程 度 につ

い て は、 平 均 得 点 ２．２０± １．０２ と あ ま り 感 じ

て は い な い こ と が 示 さ れ た （表 １４） 。

表１４． 職 務 満 足 感と 不 安 ｎ＝２６４

Ｍ ＳＤ

現 在 の 仕 事 に 対 す る 満 足 度 ３，禍 １，０逐

将 来 の 佳 事 に 対 す る 不 安 度 ２，２０ １．０２

Ｍ＝乎 均 値、Ｓ◎＝標 準 偏 差

（２） 職 場の 人間 関 係

職場 の人 間関係 に つ いて は、 総得 点 平均

値 ３．３９±０．５５ と 肯 定 的 な 意 識 傾 向 を 示 し

Ｖ 考察

１ 女性看護職員の職業継続への意識

女性看護職員の職業継続についての意 識は、
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定 年 ま で 継 続 ２３．１％、 ２ ～３ 年 以 内 に 退 職

２２．３％と 両極 端 の意 見 に 高い 回答 率 を示 し

た。 職 業 を 継 続 す る 理 由 は、 経 済 的 理 南

５４．９％ が 最 も 多 く
、

何 と な く ２３．９％
、

給 料

へ の 満 足 ２１．２％、 仕 事 へ の や り が い １７．８％、

自 己 成 長 １７．４
％ 征 ど で あ っ た

。 調 査 対 象 者

の 平 均 年 齢 は ３７
．
４± ｎ

．
２ 歳 と

、
子 ど も の 養

育 や教 育 な ど経済 的負 担 を抱 乏て い る世 代

が 申 心 と 荏 っ て い る
。

そ の た め
、

経 済 的 理

由 を挙 げる 者 が多 かっ た ので はな い かと 考

完 られ る。 子 どもカ油 立 するま で仕 事を 続

け る こ と を 希 望 す る 者 が ４，５％ あ っ た こ と

か らも、 扶 養 する 子 ども の教 育課 程 修了 が

職 業継 続期 間 の目 安 にな って いる こ とが伺

完 る
。

２～３ 年 で 辞 める 短 期 離 職型 と 定年 ま で

継 続す る長 期 継続 型 につ いて みる と、 と も

に 平均 年齢 ４０歳 代で２０ 年前 後働 い てき た

ベテ ラ ン看 護 職員 で あっ た。 この 世 代の 看

護 職員 は、 子 ども の 教育 や介護、 自 分の 健

康 状態 な どか ら、 今後 の 職業 継続 を 判断 す

る 時期 を迎 え てい ると 考 え られる。

ま た
、

転 職 経 験 者 は 全 体 の ３５．２％ を 占 め

て いた が、 そ の理 由 は結 婚や 夫の 転 勤な ど

転 居に よる も のが 多 かっ た。 女性 看護 職 の

場合は配偶者の仕事が離職に影響を与えて

いる こ とが 示 唆さ れた。 この よう な働 く 女

性 の離 職理 由 には、 結 婚 や育 児と いっ た ラ

イ フ イ ベ ン ト が よ く 取 り 上 げ ら れ て い る ９
。

そ の よ う な 中 で 心 身 の 疲 労 を 訴 完 る 者 が

１２．９
％ あ っ た こ と は、 看 護 の 職 業 上 の 特 徴

を示 す もの と 考 完られ、 健康 管理 の 上で 注

視 して いく べき で あろ う。

２、 女 性看 護 職員 の職 業 継続 への 影 響要 因

女性 の就 業 に影 響 を与 える もの に 出産 ・

育児 が あるカミ、 こ れ らの 役割 を支 援 する サ

ポー ト源に 家 族機 能が あ る。 これ ま で家 族

形態 に つい て は、 核 家族 に比 べ て ３ 世代 同

居家 族 で は妻 の就 業率 が 末子 の年 齢 に関 わ

らず 高い と いう 報告 が され てい る９
。今 回の

調 査 で は、 対 象 者 の ６ 害箏が 子 ど も を 有 し
、

核 家族 ・複 合家 族 が ９割 近く あ った こ と か

ら、 看 護 の職 業 を継 続す る 上で 家族 が 重要

な機能 を果た してい る もの と推 測さ れ る。

ま た、 家族 介 護の 状 況を みる と、 現 在介

護 を して いる 者 と近 い将 来 介護 が必 要 にな

る 者 を 合 わ せ る と 坐２．８％ と な り、 半 数 近 く

が家族介護と仕事との両立を図らなけれぱ

なら ない 実情 に ある。 介 護 者が ５０ 歳 代の

女性 が多く、 妻 や娘、 嫁 が 介護 者の 中 心を

担 って い る現 状 か らみて も、 管 理職 な ど責

任 の 重い 地位 に ある ベテ ラ ン看 護職 の 家事

や 介護 と 仕事 の過 重 な負 担 が推 測さ れ る。

家族機能に依存するだけでは職業の継続は

難 しく、 訪問 看護 や ホー ム ヘル パー な ど外

部 サー ビスの 支援 も 活用 していくこ二と が必

要 で あ ろ う
。

さ らに、 看 護 基礎 教 育課 程を みる と、 静

岡 県 内 の 学 校 卒 業 者 淋 ７６．１％ を 占 め
、

自 宅

周 辺や 学 生 時代 を過 ごした 地域 での 就 職が

目 立 っ た
。

転 職 未 経 験 者 が ６４．８％ で あ る こ

と か らも、 地 元 志向 の傾 向 が強 いと い う特

徴 を 示 し た
。

３． 女 性 看護 職 員の 職務 意 識

今 回 の調査 で は、 多く の看 護 職員 が 現在

の仕事に満足 し、 将来ぺの不安がなく、 今後も

自分 のキャリアが伸ぴていくと 肯定的な意識

傾向を持つことが示唆さ批た。

キャリア意識は功産 師、 看護師、 准看護師

といった免許による棉違は認められず、 全ての

看 護 職 員 に お い て 期 待 感 を 示 し 危。 こ の こ と は
、

看護 専門職と して白 らの専 門性 の向上を胃指

す意識の高さを示すものと注目される。

准 看護 師 につ いて みる と、処遇 が 自 分の

能 力や 実 績 を反 映 してい ると は 言い 難 いと

感 じて お り、 役割 へ の不 満 を抱 いて い るこ

と が伺 え た。 資格 取 得に 向 けた 教育 の機 会

を提供 す るな ど、 能力 を 充 分に発 揮 して い
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く 条件 を整 完て いく こと が 必要 で ある。

さ ら に
、

職 場 の 人 間 関 係 を み る と
、 同 僚、

他 職者、 上 司・ 先輩、 対象 者 （患者） それ

ぞれと の 関係 性 は概 ね 良好 であ るこ と が示

さ れ た。 こ のよ うな 職場 の 良好 な人 間 関係

は、 仕事 に対 す る満 足感 を 抱 かせ キャ リア

ヘ の期 待 感 をよ りい っそ う 高め てい る の で

はな い だろう か。 い ずれ に して も、 周 囲の

人々 と の 良好 な 関係 は、 仕 事 を継続 してい

く 上 で重 要 な役 割 を果た してい ると 言 完よ

う 。

しか し征 が ら、 対象 者 （患 者） と の 関係

につ いて は、 ケ ア を受 け入 れ好 意 的な 反応

が 得 られ ると 感 じる 一方 で、 暴 力や 暴 言、

苦情 によ り ケア する こと に 抵抗 を感 じてい

る と いう 実情 が 示さ れて い る。 自分 の ケア

に対 する 患者 の 反応 を 同僚 や上 司・ 先 輩と

密 接 に棚 談 し、 客観 的 に評 価す るこ と によ

り、 当 事 者 のみ が悩 み を抱 え込 ま ない よう

サ ポ ー ト体制 を 強化 して いく こ とが 重 要 で

あ る
。

５
．

６
．

意 見 が分 か れ危。 職 業 継 続の 理 由 は、

経 済的 理肉 が最 も 多 かっ た。

多く の看護職員は、 現在の仕事に満昆 し、

将来への不安がなく、 今後も自分のキャリ

アが伸びていくと肯定的な意識傾向を持っ

て い た。

職 場 の 人 間 関 係 は、 同 僚、 勉 職 者、
上

司 ・先 輩、 対 象 者 と も 概 ね 良好 な 関 係

性 を 示 し た。

ｗ． 緕 論

総合病院で働く女性看護職員を対象に調

査 を 行 い、 下 記 の 結 果 が 得 ら れ た
。

１． 家族介 護の状 況は、 現在介護 をしている

５．３
％
、 現 在 は な い が 近 い 将 来 し な け れ ば な

らない３７．５％であった。 そのうち介護 糠

者 の 属 性 は
、

実 父 母 ・ 義 父 母 ８４
．
１％ が 最 も

多 か っ た。

２、 職 業 経歴 は転 職 （病 院・ 医院・ 企 業間）

経 験 者 ３５，２ ％、 未 経 験 者 ６４．８％
。

転 職

１ 回 が 過 半 数 を 占 め
、 結 婚 や 出 産・ 育 児、

精神 的 ・ 肉 体 的疲 労、 転 居 な ど が 理由

で あ つ た
。

３、 看 護 基 礎 教 育 課 程 は、 県 内 卒 業 者 が

７６．１％
、

転 職 未 経 験 者 ６４，８％ と 地 元 志

向 の 傾向 が 強い 特徴 を示 した。

４． 職業継続期間は、 定年 ま での 長期 継 続者

と２～３年以 内 の短期 離 職者 の 両極 端 に
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